
氏名 永井　一彰

　【研究上の特記事項】

　【教育上の特記事項】

　【社会的活動】

　【学内活動】（学内職歴を含む）

平　成　２１年　度　　教　育　研　究　業　績　書

取得学位

日本近世文学会、俳文学会

①板木をベースにした近世出版機構の研究、②近世俳諧の研究

大谷大学大学院文学研究科博士後期課程仏教文化専攻　満期退学

博士（文学）

最終学歴

現在の専門分野

所属学会

研究課題

近世国文学

教育・研究においてもっとも大切なのは「ものによってものを考えることだ」という理念に基づ
き、担当の授業「言語・文学」「国文学史」「演習」「江戸文学論」「上方文学論」（以上文学
部）「古典論演習」（大学院）等々において、板木・版本・文書そのほか生の出版史料を受講生に
見せ、触らせるように心がけている。また学生が近世出版関係で卒論を作成しようとする際にも、
版本・板木を直接に扱うよう指導をするようにしている。

俳文学会常任委員（平成21年9月まで）、第5回高の原カルチャーサロン国文学講座「芭蕉という利
権」（平成21年10月7日、於奈良市北部会館市民文化ホール）、一茶発句合の募句ちらしの板木を
発見しマスコミに発表（平成21年12月8日）、リーガクラブ講座「板木が語る一茶・蕪村の魅力」
（平成22年3月15日、於リーガロイヤルホテル大阪）、日本出版学会関西部会講演「板木は語る」
（平成22年3月30日、於法蔵館）

文学部広報アドバイザー、国文学科博物館委員、教員懇親会幹事長、狂言研究会顧問、和装サーク
ル「粋蓮」顧問

平成21年度奈良大学研究助成を受ける（研究課題「奈良大学蔵板木の調査・研究Ⅱ）
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江戸時代から続く京都の古書肆
藤井文政堂に残る板木売買文書
約100点を図版を添えて翻刻し、
これらの文書から判明する近世
後期の京都本屋の営業実態につ
いて解説した。

芭蕉の紀行文「笈の小文」を収
録する宝永6年平野屋刊『笈の小
文』は、想定される板木のサイ
ズから考えて、元禄15年井筒屋
刊『おくのほそ道』の便乗本と
考えられること、その版権がの
ちに平野屋から井筒屋に動いた
のはそのことに関わりがあるこ
とを述べた。

芭蕉の紀行文「笈の小文」を収
録する宝永6年平野屋刊『笈の小
文』は、想定される板木のサイ
ズから考えて、元禄15年井筒屋
刊『おくのほそ道』の便乗本と
考えられること、その版権がの
ちに平野屋から井筒屋に動いた
のはそのことに関わりがあるこ
とを証明した。

概　　　　　　　要

（その他）

（学会発表）

（学術論文）

（著書）

著書､学術論文等の名
称

発行所、発表雑誌等
又は発表学会等の名
称

発行又は
発表の年月

単著､
共著
の別

奈良大学総合研究所
所報18号

平成22年3月

平成21年11月7日

青裳堂書店2009年6月

日本近世文学会平成
21年度秋季大会


